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 論文審査の結果の要旨
 電子による原子の内殻電離断面積は,電子エネルギーが100MeVの領域になると,遅延効果の
 ために入射エネルギーの対数に比例して増加する。この現象は,理論的にはP躍B、4および仮想光
 子の方法によって計算され,Middeman等やIshii等の実験結果とよく一致する。
 ところが一方,超相対論的荷電粒子による電離エネルギー損失では,入射粒子によって物質が分
 極をおこすために・いわゆる密度効果が表われ・エネルギー損失はく射エネルギーの増加と共に飽
 和を示す。この密度効果は内殻電離においても当然表われるはずであることが,Dangerfleid
 によって指摘された。
 神谷はこの矛盾を解決するために,1、従来の実験は中重以上の重い元素について内殻電離断面積
 が測定されているのに対し,密度効果は軽い元素程,顕著に表われると予想きれること,2.今まで
 の実験は電離断面積の絶対値を測定しているため実験誤差が～40%と大きく,15%程度と考えら
 れる密度効果の検出は無理であることを考慮し,FからMnまでの軽元素について,電離断面積の
 相対値の精密測定,すなわち入射エネルギーの増加による断面積の増加率,およびこの増加率の原
 子番号による変化を4～5%の精度で測定した。実験は東北大学の300MeV電子ライナックを用
 い,70MeVと230MeVのビームで行われた。
 その結果,密度効果を全く考慮しない理論に比べると,実験値は軽い元素になる程小さくなり,
 10%程度ずれることが確認された。このように従来理論的には当然予想されるにかかわらず,実験
 で全く観測されなかった密度効果が,内殻電離で確証されると同時に,その効果の大きさが,通常
 の誘電率を用いて計算される値(～15%)よりも小さいことが判明した。それで著者は,この内殻
 電離が通常の光子によっておこるのではなく,入射電子による仮想光子によるものであるため,仮
 想光子の空聞的拡がりを考慮して通常の誘電率をパラメーター化できるものと仮定すると,実験で
 測定された密度効果の大きさばかりでなく,従来の重い元素ではこの効果が全く観測されなかった
 ことも矛盾なく説明できることを示した。
 本論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度な研究能力と学識を有することを示してお
 り,よって神谷正己提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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